
日　時　９月４日㈯　10時～12時
内　容　オリジナルの土器を作ります。１カ月間
　　　　陰干しし、野焼きしてお渡しします
定　員　20名
参加費　500円
詳　細　のぼりべつ文化交流館カント・レラ
　　　　☎０１４３－８４－２０６９

日　時　８月１日㈰～８月31日㈫
　　　　10時～17時（31日は15時まで）
内　容　長田清さん、牧野輝明さんの油彩、日本
　　　　画を展示しています。
詳　細　桐　☎０１４３－８６－５４９０

カント・レラ　イベント情報（登別市）
～縄文土器を作ろう！～

～第11回企画展inカント・レラ 『二人展』～

近郊のイベント情報を紹介します。（広報編集室）

まちづくり 協力に感謝

　町は仙台市との歴史姉妹都市提携40周年の記念事業とし
て、7月３日㈯から仙台藩白老元陣屋資料館で特別展『仙
台藩ゆかりの“ＤＡＴＥ”な工芸展』を開催しています。
会場では仙台箪笥、仙台御筆、堤焼、宮城伝統こけし、雄
勝硯など伝統的な工芸品約60点を展示しています。開幕セ
レモニーでは、戸田安彦町長が「歴史姉妹都市がこれから、
50、100年とつながってほしい」とあいさつしました。続
いて、東北歴史博物館（宮城県多賀城市）の須賀正美副館
長と千葉正利学芸部長が展示品の解説をし、訪れた来館者
は熱心に聞き入り、うなずきながらそれぞれが持つ魅力を

学んでいました。武永真元陣屋資料館館長は「仙台箪笥は、指物、塗り、
金具と三つの熟成した職人技の結晶です。受け継がれた伝統の技をぜひ、
見てほしい」と話していました。興味深く仙台箪笥を観賞していた河岸
洋美さん（55）は「解説を聞き、職人さんの繊細な作業の過程や工芸品
の色、つやに感動しました」と話していました。８月15日㈰まで。
 （７月３日）

　白老ロータリークラブ（鈴木一弘会長）から、町内
全６小中学校にスタンド型のサーモカメラ（自動検温

決めました」と、コロナ禍の児童生徒の安全な生活確
保に一役買いました。戸田安彦町長は「子どもたちも
安心して学校生活を送れると思います」と感謝しまし
た。同機器は５月中に各校に設置されました。
 （６月30日）

器）６台を寄贈し
ていただきました。
来庁した鈴木会長
と浅利健自幹事は
「社会奉仕事業と
して今何が必要か
を考えこの寄贈に

　

小中学校にサーモカメラ寄贈

仙台藩ゆかりの“ＤＡＴＥ”な工芸展　好評開催中
　職人の繊細な細工・技術に感動

【訂正】　７月号Ｐ９「元消防長の中村さん　受章」の記事で、「退職までの21年余」とあるのは、「退職まで
　　　　　の41年余」の誤りでした。おわびして訂正します。（広報編集室）


